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59年度三軍イヒ学会事業報告

昭和59年度総会（於・名古屋市）
第1回役員評議員会・第1回基金運用委員会
会報第21号発行

第2回役員評議員会・第2回基金運用委員会
第3回役員会

会報第22号発行

（単位：円）
59年度三軍化学会決算報告

S　59．4．15

7．13

11．10

12．7

S60．2．15

3．31

科　　　目 �予算額A �決算額B �増減（A－B） �　　　！ 備　　考 

（1月文人の部 　会　費 �700，000 �637，500 �62，500 �1，000円×700人 預金利子 � 

繰　越　金 �197，115 �197，115 �0 

雑　耳又　入 �10，000 �4，028 �5，972 

（合　計） �907，115 �838，643 �68，472 

（2）支出の部 　会報印刷費 �400，000 �205，000 �195，000 �21号・22号 

郵送通信費 �230，000 �207，680 �22，320 �郵送料 

会　議　費 �120，000 �101，574 �18，426 �役員会・総会等 

賃　　　　金 �80，000 �85，000 �△　5，000 �アルノヾイト賃金 

事　務　費 �10，000 �8，740 �1，260 �－ 

負　担　金 �30，000 �30，000 �0 �読会彊蓋部連絡協 〈謹書詫；講8 
予　備　費 �37，115 �－ �37，115 

諸支出金 �－ �60，450 �△60，450 

（合　計） �907，115 �698，444 �208，671 

（差引）収入838，643円一支出698，444円＝140，199円（60年度へ繰越）

60年度三軍イヒ学会事業計画案

S60．5．10　第1回役員評議員会・第1回基金運用委員会

5．26　60年度総会（於、四日市市）

第2回役員評議員会・第2回基金運用委員会
会報第23号発行

第3回役員評議員会・第3回基金運用委員会
第4回役員評議員会
会報第24号発行

60年度三軍化学会予算案　　（単位：円）

7月

8月

12月

S61．2月

3月

科　　　目 �60年度 予算A �前年度 予算B �増減（A－B） �備　　　　考 

（1）収入の部 　会　費 �700，000 �700，000 �0 �1，000円×700人 預金利子 

繰　越　金 �140，199 �197，115 �△56，916 

雑　耳又　入 �10，000 �10，000 �0 

（合　計） �850，199 �907，115 �△56，916 

（2）支出の部 　会報印刷費 �350，000 �400，000 �△50，000 �23号・24号 アルバイト賃金 議会彊蓋部連絡協 

郵送通信費 �230，000 �230，000 �0 

会　議　費 �100，000 �120，000 �△20，000 

賃　　　　金 �80，000 �80，000 �0 

事　務　費 �10，000 �10，000 �0 

負　担　費 �30，000 �30，000 �0 

予　備　費 �50，199 �37，115 �13，084 

（合　計） �850，199 �907，115 �△56，916 
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三軍イヒ学会基金決算報告

（昭和60年5月26日）

2，314，031

42，348

82，836

5，015

1，280

◇収入の部（単位：円）
前年度よりの繰越
国債利息（40万円・20万円）

定額郵便貯金利点、

通常郵便貯金利点、

国債償還差額

2，445，510

8，0000

20，700

計

◇支出の部（単位：円）
支部補助金（20，000円×4日）

昭和59年度卒業生記念品費

新入生歓迎会費（昭和59・60年度分）　　　　　60，000

こうより補助費　　　　　　　　　　　　　　　　　30，000

雑　　　　費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　650

191，350

2，254，160

（次年度に繰り越し）

計

◇差引き残高

⇔基金管理内容（単位：円）
定額郵便貯金（20万円X7日・10万円Xl口・5万円Xl口）　1，550，000

国債（40万円×1口・20万円×1日）　　　　　597，340

通常郵便貯金　　　　　　　　　　　　　　　　　　106，420

現　　　　金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400

2，254，160計

昭和60°：享61：年度

三軍化学会役員
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新
会
長
に

渡
辺
和
臣
民
が
就
任

昭
和
六
十
年
度
の
定
期
総
会
が
去

る
五
月
二
十
六
日
に
近
鉄
四
日
市
駅

前
の
農
協
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
総
会
で
は
役
員
の
改
選
が
行

わ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
四
期

八
年
間
会
長
を
務
め
ら
れ
た
岡
田
芳

次
郎
氏
が
勇
退
さ
れ
、
代
わ
っ
て
渡

辺
和
巳
氏
（
専
1
・
前
三
重
県
支
部

長
）
が
新
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

当
日
は
午
前
十
一
時
か
ら
出
席
者

九
十
一
名
に
よ
っ
て
定
期
総
会
が
開

か
れ
、
続
い
て
三
重
県
支
部
総
会
が

簡
略
に
行
わ
れ
、
そ
の
あ
と
、
恩
師
を

囲
ん
で
懇
談
会
が
盛
大
に
も
た
れ
た
。

総
会
は
高
橋
副
会
長
の
開
会
の
辞

で
始
ま
り
、
会
長
挨
拶
に
は
、
体
調

す
ぐ
れ
ず
欠
席
さ
れ
た
岡
田
会
長
に

代
わ
っ
て
中
川
副
会
長
が
挨
拶
さ
れ

た
。
つ
づ
い
て
議
長
に
若
林
長
生
氏

（
専
1
）
を
選
出
、
議
事
に
入
っ
た
。

昭
和
五
十
九
年
度
事
業
報
告
を
小

畑
幹
事
（
大
望
か
ら
、
同
年
度
決

算
報
告
を
古
市
幹
事
（
大
馨
、
そ

の
監
査
報
告
を
渋
谷
監
事
（
大
4
）

が
行
い
、
い
ず
れ
も
別
記
の
通
り
承

認
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
昭
和
六
十
年

度
事
業
計
画
を
田
口
幹
事
（
大
1
7
）
、

同
予
算
案
を
西
川
幹
事
（
大
2
0
）
が

提
案
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。
次
に
役

員
改
選
の
案
件
に
移
り
、
ま
ず
理
事

二
十
六
名
と
監
事
二
名
を
決
定
、
つ

づ
い
て
新
理
事
か
ら
か
か
っ
た
声
を

受
け
て
議
長
が
発
言
し
、
会
長
に
渡

辺
和
巳
氏
（
専
1
）
、
副
会
長
に
嶋

田
協
氏
（
専
3
）
と
岡
田
久
司
氏
（
大

3
）
が
選
任
さ
れ
た
。

こ
こ
で
渡
辺
新
会
長
が
就
任
の
挨

拶
を
し
、
本
会
発
展
の
た
め
に
会
員

諸
氏
が
な
お
一
層
協
力
す
る
よ
う
要

請
さ
れ
た
。
引
続
い
て
評
議
員
の
会

長
委
嘱
と
幹
事
の
理
事
会
委
嘱
が
会

長
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

次
に
基
金
関
係
の
審
議
に
移
り
、

基
金
運
用
委
員
会
の
嶋
林
会
計
担
当

委
員
（
専
1
）
か
ら
基
金
の
資
産
と

運
用
情
況
の
報
告
が
あ
り
、
監
査
報

告
を
今
西
監
事
が
行
い
、
い
ず
れ
も
承

認
さ
れ
て
全
て
の
議
事
を
終
了
し
た
。

こ
こ
で
中
川
、
高
橋
両
前
副
会
長

の
退
任
挨
拶
が
あ
り
、
高
橋
氏
の
閉

会
の
辞
で
総
会
を
終
え
、
次
の
行
事

を
三
重
県
支
部
へ
引
継
い
だ
。

三
重
県
支
部
で
は
、
こ
の
場
を
簡

略
に
し
た
支
部
総
会
と
し
て
承
認
ね

が
い
た
い
旨
薮
本
（
大
4
）
が
提
案

し
、
賛
成
を
得
て
か
ら
、
新
支
部
長

の
選
出
に
入
っ
た
。

そ
こ
で
、
渡
辺
前
支
部
長
が
推
挙

す
る
佐
々
木
敏
雄
氏
（
専
2
）
を
指

名
、
全
会
一
致
で
同
氏
を
新
三
重
県

支
部
長
に
選
出
し
た
。
つ
づ
い
て

佐
々
木
新
支
部
長
の
就
任
挨
拶
が
あ

り
、
支
部
総
会
を
閉
じ
た
。

懇
親
会
は
今
井
滋
氏
（
大
9
）
の

司
会
、
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
会
長
挨

拶
で
始
ま
り
、
ま
ず
乾
杯
に
先
が
け

て
学
部
長
熊
澤
先
生
か
ら
農
学
部
の

現
況
を
中
心
に
し
た
話
の
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。
つ
づ
い
て
奈
良
先
生
の

音
頭
で
乾
杯
、
赤
木
、
松
嶋
、
相
村
、

小
宮
各
先
生
の
お
話
や
新
任
奥
村
先

生
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

各
支
部
の
支
部
報
告
と
し
て
、
松

村
関
西
支
部
長
（
専
1
）
の
挨
拶
、

東
海
支
部
の
活
動
情
況
を
酒
井
氏

（
大
望
か
ら
、
三
重
県
支
部
を
代

表
し
て
渋
谷
氏
（
大
4
）
が
宇
賀
渓

で
行
う
人
月
行
事
の
案
内
を
し
た
。

宴
た
け
な
わ
と
と
も
に
赤
木
先
生

の
詩
吟
、
伊
藤
氏
（
大
6
）
の
ヨ
ー

会
長
就
任
の

ご
挨
拶

渡
辺
和
己
　
（
専
1
）

去
る
五
月
二
十
六
日
、
四
日
市
市

農
協
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
昭
和
六
十
年
度
総
会
に
お
い
て
、

は
か
ら
ず
も
会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し

た
。
会
長
の
重
責
は
浅
学
非
才
の
身

に
は
誠
に
心
苦
し
い
の
で
あ
り
ま
す

が
、
一
旦
お
引
受
け
致
し
ま
し
た
か

ら
に
は
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

重
責
完
遂
に
鋭
意
努
力
致
し
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
三
翠
化
学
会
も
設
立
以
来
十

三
年
、
会
員
は
千
名
を
越
え
る
程
の

組
織
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
層
の
組

織
強
化
と
活
動
の
活
性
化
、
基
金
の

有
効
適
切
な
運
用
を
期
し
て
、
会
員

各
位
の
ご
意
見
を
反
映
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。

既
に
関
東
支
部
、
東
海
支
部
、
三

重
県
支
部
結
成
に
続
き
五
十
九
年
に

は
関
西
支
部
も
結
成
さ
れ
、
夫
々
活

発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
こ

と
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

支
部
活
動
に
お
き
ま
し
て
も
い
ろ
い

ろ
ご
工
夫
も
い
た
だ
い
て
居
り
ま
し

て
、
例
え
ば
三
重
県
支
部
で
は
、
川

遊
び
、
森
林
浴
、
キ
ャ
ン
プ
等
々
、

会
員
の
み
な
ら
ず
家
族
ぐ
る
み
の
交

流
親
睦
が
は
か
ら
れ
、
成
果
を
あ
げ

て
お
ら
れ
ま
す
。

年
々
会
員
数
の
増
加
す
る
反
面
、

年
令
の
開
き
も
避
け
ら
れ
な
い
所
で

す
が
、
先
輩
、
新
顔
共
々
心
お
き
な

く
気
軽
に
お
付
き
合
い
出
来
る
の
が

同
窓
会
の
有
難
さ
で
あ
り
ま
す
。
年

一
回
の
総
会
は
申
す
に
及
ば
ず
各
支

部
活
動
に
も
、
積
極
的
に
ご
参
加
頂
き

盛
り
上
げ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

本
会
が
益
々
大
同
団
結
し
隆
昌
発

展
す
る
こ
と
を
、
併
せ
て
明
日
へ
の

進
展
の
資
と
な
れ
ば
と
祈
念
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

甚
だ
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会

長
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

デ
ル
、
豊
田
兄
弟
（
専
1
・
大
6
）

の
デ
ュ
エ
ッ
ト
と
続
き
、
藤
田
氏
（
専

1
）
差
入
れ
の
サ
ン
ト
リ
ー
ウ
イ
ス

キ
ー
・
ハ
イ
ボ
ー
ル
や
、
河
合
氏
（
大

3
）
、
清
水
氏
（
大
3
）
差
入
れ
の

冷
用
酒
片
手
に
歓
談
が
続
き
、
い
つ

し
か
午
後
三
時
を
か
な
り
ま
わ
っ
て

いた。こ
こ
で
今
西
氏
（
専
1
）
の
リ
ー

ド
で
三
翠
応
援
歌
を
合
唱
、
松
嶋
先

生
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
し
、
な
ご
り

つ
き
な
い
会
を
閉
じ
た
。

最
後
に
、
こ
の
総
会
の
設
営
を
一

手
に
引
き
受
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
三
重
県
支
部
長
佐
々
木
敏
雄
氏
と

同
支
部
幹
事
の
方
方
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

〔
会
　
長
〕
渡
辺
和
巳
（
専
1
）

〔
副
会
長
〕
嶋
田
　
協
（
専
3
）
、
岡

田
久
司
（
大
3
）

〔
理
　
事
〕
今
西
　
勝
（
専
1
）
、
岡

田
芳
次
郎
（
専
1
）
、
嶋
林
事

実
（
専
1
）
、
鈴
木
幸
郎
（
専
3
）
、

福
田
　
映
（
大
1
）
、
小
林
重

一
（
大
2
）
、
辻
村
　
恒
（
大
3
）
、

渋
谷
　
明
（
大
4
）
、
長
谷
川

正
一
（
大
8
）
、
今
井
　
滋
（
大

9
）
、
古
市
幸
生
（
大
豊
、
酒

井
敏
秀
（
大
望
、
杉
崎
　
護
（
大

望
、
辻
　
静
夫
（
大
1
9
）
、
寺

沢
修
平
（
大
釜
、
田
中
完
爾
（
大

挙
、
中
北
陸
也
（
大
望
、
益

川
　
博
（
大
5
0
）
、
升
井
洋
室
（
大

望
、
長
瀬
和
雄
（
専
1
、
関

東
支
部
長
）
、
別
府
　
宏
（
専
1
、

東
海
支
部
長
）
、
松
村
昌
美
〈
専

1
、
関
西
支
部
長
）
、
佐
々
木

敏
夫
（
専
2
、
三
重
県
支
部
長
）

〔
監
　
事
〕
若
林
長
生
（
専
1
）
、
中

川
潔
彦
（
専
2
）

〔
評
議
員
〕
倉
田
三
郎
（
専
1
）
、
若

林
敏
昭
（
専
2
）
、
奥
田
孝
夫
（
専

3
）
、
西
山
正
之
（
大
1
）
、
橋

本
　
忠
（
大
2
）
、
闇
雲
明
男
（
大

3
）
、
稲
葉
五
郎
（
大
4
）
、
板

谷
昇
次
（
大
5
）
、
豊
田
治
男
（
大

6
）
、
今
井
照
夫
（
大
7
）
、
藤

本
公
三
（
大
8
）
、
平
田
満
麿
（
大

9
）
、
伊
藤
道
子
（
大
1
0
）
、
林

真
栄
（
大
日
）
、
今
西
康
隆
（
大

望
、
松
崎
邦
忠
（
大
馨
、
西

元
勝
也
（
大
望
、
阪
本
一
泰
（
大

豊
、
池
山
祥
久
（
大
望
、
佐

脇
寿
郎
（
大
1
7
）
、
内
藤
茂
三
（
大

望
、
白
井
宣
一
郎
（
大
望
、

坪
内
一
夫
（
大
2
0
）
、
田
中

忠
（
大
空
、
古
川
公
男
（
大
釜
、

寺
沢
陽
子
（
大
釜
、
古
山
順

啓
（
大
望
、
地
主
昭
博
（
大
空
、

深
田
　
理
（
大
空
、
山
北
和

男
（
大
望
、
錦
見
喜
天
（
大
望
、

中
道
裕
久
（
大
望
、
岩
崎
誠

二
（
大
5
0
）
、
稲
垣
卓
次
（
大
3
1
）
、

伊
藤
誠
二
（
大
望
、
東
　
正

一
（
大
釜
、
駒
田
　
津
（
院
）

〔
幹
　
事
〕
薮
本
義
雄
（
大
4
）
、
高

橋
孝
雄
（
大
6
）
、
小
畑
　
仁
（
大

豊
、
田
口
　
寛
（
大
1
7
）
、
西

川
司
朗
（
大
2
0
）
、
田
中
　
実
（
大

2
0
）
、
久
松
　
真
（
院
8
）

〔
基
金
運
用
委
員
会
委
員
〕

委
員
長
　
渡
辺
和
巳
（
専
1
）

庶
務
担
当
委
員
　
嶋
林
幸
美
（
専

1
）
、
古
山
順
啓
（
大
望

会
計
担
当
委
員
　
鈴
木
幸
郎
（
専

3
）
、
高
橋
孝
雄
（
大
6
）

委
　
員
　
小
林
重
一
（
大
2
）
、
辻

村
　
恒
（
大
3
）
、
豊
田
治
男
（
大

6
）
、
林
　
真
栄
（
大
日
）
、
池

山
洋
久
（
大
望
、
辻
　
静
夫
（
大

望
、
益
川
　
博
（
大
5
0
）

監
　
事
　
若
林
長
生
（
専
1
）
、
中

川
潔
彦
（
専
2
）
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自分を磨いて

鈴　木　　智

只今、充電中

山本　順深

未来の大物？

小松　裕志

宇賀漢にて　佐々木敏雄

翳繋∴「「：

社
会
人
一
年
生
と
な
っ
て

浅
野
　
浩
司

長
い
長
い
学
生
生
活
に
ピ
リ
オ
ド

を
う
っ
て
、
よ
う
や
く
、
一
人
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
と
し
て
社
会
へ
出
ま
し
た
。

最
初
は
、
不
安
と
期
待
の
い
り
ま
じ
っ

た
複
雑
な
心
境
で
日
々
の
生
活
を
お

く
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
入
社
し
て
早

く
も
半
年
余
り
が
経
過
し
て
、
あ
る
程

度
不
安
が
や
わ
ら
い
だ
よ
う
で
あ
り

ま
す
。
今
で
は
、
仕
事
の
終
っ
た
あ
と
、

自
分
の
時
間
が
も
て
る
よ
う
に
な
り
、

学
生
時
代
か
ら
好
き
で
あ
っ
た
自
動

車
や
、
新
た
に
始
め
た
テ
ニ
ス
な
ど

も
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

申
し
お
く
れ
ま
し
た
が
、
私
の
就

職
先
は
、
ミ
ス
タ
ー
コ
ー
ヒ
ー
、
ビ

ー
チ
ボ
ー
イ
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ス
ー

プ
で
お
な
じ
み
の
株
式
会
社
ポ
ッ
カ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
ま
す
。

本
年
の
六
月
に
名
証
第
二
部
へ
上
場

い
た
し
ま
し
て
、
名
実
と
も
に
一
流

会
社
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
く
、
新

し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
年
に
選
ば
れ

た
我
々
は
、
非
常
に
ラ
ッ
キ
ー
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、
一
人

一
人
の
責
任
も
以
前
に
増
し
て
重
く

な
り
、
よ
り
一
層
が
ん
ば
ら
ね
ば
と

思
い
ま
す
。

私
は
一
応
研
究
員
と
し
て
入
社
し

ま
し
た
が
、
入
社
時
に
は
研
修
と
し

て
、
営
業
実
習
、
工
場
実
習
も
行
な

い
ま
し
た
。
営
業
実
習
で
、
各
小
売

店
を
回
り
店
の
御
主
人
と
話
を
し
ま

し
た
が
、
何
し
に
来
た
と
ど
な
ら
れ

た
り
、
相
手
に
し
て
も
ら
え
な
か
っ

た
り
し
ま
し
た
。
一
方
や
さ
し
い
御

主
人
さ
ん
も
あ
り
、
た
す
か
り
ま
し

た
が
、
苦
労
の
連
続
で
、
人
に
接
す

る
こ
と
の
難
か
し
ぎ
を
教
え
ら
れ
、

貴
重
を
体
験
を
出
来
た
と
思
い
ま

社
会
人
一
年
生
と
し
て
の
日
々

が
、
早
く
も
半
年
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
間
、
最
初
の
三
ケ
月
は

現
場
研
修
と
い
う
こ
と
で
各
課
を
ほ

ほ
一
週
間
単
位
で
ま
わ
り
ま
し
た
。

慣
れ
た
頃
に
次
に
変
わ
る
の
で
忙
し

い
も
の
で
し
た
が
、
力
仕
事
も
わ
り

に
あ
る
た
め
大
学
時
代
な
ま
っ
て
い

た
体
も
少
し
は
鍛
え
な
お
さ
れ
力
も

つ
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
実
際
の
配
属
先
の
試
薬

開
発
課
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
最
初

の
一
ケ
月
は
特
に
大
変
で
し
た
。
と

い
う
の
は
先
輩
社
員
の
指
導
の
下

に
、
あ
る
リ
パ
ー
ゼ
の
精
製
が
始
ま

っ
た
の
で
す
が
、
実
験
の
機
器
・
器

具
が
ど
こ
に
あ
る
か
も
わ
か
ら
ず
右

征
左
往
し
て
ま
し
た
。

培
養
涯
液
か
ら
若
干
の
処
理
の

後
、
凍
結
乾
燥
し
た
リ
パ
ー
ゼ
が
ド

ン
と
渡
さ
れ
、
塩
析
・
種
々
の
カ
ラ

ム
に
よ
る
精
製
・
濃
縮
－
な
ん
と

結
晶
が
析
出
し
て
き
ま
し
た
。
（
大

学
時
代
に
中
途
に
終
っ
て
し
ま
っ
た

プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
の
精
製
を
想
い
浮
べ

て
静
か
を
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
）

た
だ
こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
診

断
用
の
酵
素
と
し
て
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
な
の
で
す
。
逆
に

言
え
ば
単
一
ま
で
す
る
必
要
は
な
く

反
応
系
に
影
響
の
あ
る
も
の
だ
け
除

け
ば
良
い
と
か
、
あ
る
条
件
で
反
応

性
が
悪
く
な
る
こ
と
が
な
い
等
の
点

に
重
点
が
お
か
れ
ま
す
。

す
。
ま
た
、
社
員
訓
練
に
よ
り
、
あ

い
さ
つ
の
仕
方
、
声
の
出
し
方
、
姿

勢
ま
で
み
っ
ち
り
仕
込
ま
れ
、
社
会

人
と
し
て
の
、
一
人
の
ポ
ッ
カ
マ
ン

と
し
て
の
心
が
ま
え
ば
多
少
な
り
と

も
出
来
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

と
ま
あ
、
い
ろ
い
ろ
述
べ
ま
し
た

が
、
実
際
の
と
こ
ろ
何
も
わ
か
ら
な

い
、
何
も
出
来
を
い
と
い
っ
た
状
態
が

続
い
て
お
り
ま
し
て
、
社
内
の
先
輩
方

に
迷
惑
の
か
け
ど
う
し
で
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
研
究
所
で
製
品
の
開
発
、

改
良
と
い
っ
た
仕
事
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ
勉
強
中
と
い
っ
た
段
階
で

悪
戦
苦
闘
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で

は
、
九
月
に
な
る
と
定
期
試
験
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
パ
ス
す
る
と
一

応
の
評
価
が
も
ら
え
る
よ
う
で
あ
り

ま
す
が
、
今
で
は
そ
れ
か
ら
開
放
さ
れ

た
と
い
う
う
れ
し
さ
が
あ
る
半
面
、
毎

日
の
仕
事
に
対
し
て
評
価
さ
れ
、
結
果

が
出
な
け
れ
ば
何
も
な
し
と
い
う
き

び
し
ぎ
を
感
じ
ま
す
。

ま
だ
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

ば
か
り
で
、
こ
の
先
長
く
続
い
て
い
く

の
だ
か
ら
、
自
信
の
あ
る
体
力
を
い
か

し
て
、
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

月
日
が
た
つ
の
は
、
ま
っ
た
く
早
い

も
の
で
あ
る
。
大
学
を
卒
業
し
て
か

れ
こ
れ
半
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

八
月
の
半
ば
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
み
て
つ

く
づ
く
〝
光
陰
矢
の
ご
と
し
〟
と
い
う

言
葉
を
か
み
し
め
て
い
た
頃
、
田
口
先

生
よ
り
、
原
稿
依
頼
の
電
話
を
頂
い

た
。
〝
社
会
人
に
な
っ
て
〟
と
い
う
題

目
で
、
何
で
も
い
い
か
ら
と
に
か
く
書

く
よ
う
に
と
の
事
で
あ
る
。

よ
ほ
ど
感
動
の
薄
い
人
間
な
の
か
、

鈍
感
な
の
か
、
さ
ほ
ど
社
会
人
に
な
っ

た
と
い
っ
て
、
初
任
給
を
頂
い
た
か

ら
と
い
っ
て
、
感
動
は
な
い
。
実
際
の

と
こ
ろ
、
分
析
業
務
と
い
う
こ
と
で
、

実
験
を
や
っ
て
い
る
分
に
は
大
学
と

変
化
が
な
い
し
、
初
任
給
な
ど
、
〝
貯

金
〟
と
い
う
大
義
名
分
で
親
に
九
割
近

く
も
と
ら
れ
て
い
る
。
お
金
が
な
い

の
は
学
生
時
代
と
変
わ
り
が
な
い
。

せ
め
て
社
会
人
に
な
っ
た
の
だ
か
ら

化
粧
ぐ
ら
い
…
：
と
い
う
周
囲
の
声

を
よ
そ
に
、
本
人
は
「
二
十
五
才
ま

で
は
素
顔
で
い
い
！
」
と
口
紅
ひ
と

つ
つ
け
ず
、
髪
も
ボ
サ
ボ
サ
。
さ
す

が
に
〝
こ
れ
で
い
い
の
か
な
〟
と
不
安

に
思
う
こ
の
頃
だ
が
、
思
う
だ
け
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
時
間
の
過

さ
て
こ
の
よ
う
に
比
較
的
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
る
中
で
、
会
社
の
バ

レ
ー
部
に
入
っ
て
一
ケ
月
ほ
ど
、
週
二

回
の
練
習
も
そ
れ
自
身
は
、
そ
れ
ほ
ど

き
つ
く
は
な
い
の
で
す
が
、
や
る
前
か

ら
疲
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
し
ん
ど

い
で
す
。
他
に
同
期
の
仲
間
と
テ
ニ

ス
や
り
に
行
こ
う
と
い
う
と
雨
が
降

っ
て
流
れ
て
し
ま
っ
た
り
…
：
、
も
う

一
つ
大
学
時
代
に
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く

や
っ
て
い
た
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
今
で
は

月
に
二
⊥
二
回
程
度
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
が
残
念
で
す
。

少
し
で
も
会
社
の
内
容
を
理
解
し

よ
う
と
何
か
と
理
由
を
つ
け
て
は
、
他

の
部
署
に
出
か
け
て
情
報
を
集
め
て

ま
す
。
一
度
に
す
べ
て
が
で
き
る
わ
け

で
な
く
、
少
し
ず
つ
で
も
自
分
の
も
の

に
し
て
い
け
ば
い
つ
か
花
開
く
日
も

く
る
ん
じ
ゃ
を
い
か
と
そ
ん
な
日
を

夢
み
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
天
野
製
薬
株
式
会
社
）

「
社
会
人
と
な
っ
た
今
…
」

横
井
　
孝
則

私
が
、
今
春
三
重
大
学
を
卒
業
し

現
在
の
勤
務
先
で
あ
る
興
和
株
式
会

社
に
入
社
し
て
か
ら
、
は
や
半
年
が

た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
半
年
間
、
と
に
か
く
無
我
夢

中
で
何
が
何
だ
か
わ
か
ら
ぬ
間
に
過

ぎ
て
い
っ
た
感
じ
で
す
が
、
今
で
は

職
場
の
雰
囲
気
に
も
す
っ
か
り
溶
け

込
む
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
名
古
屋
工
場
試
験
課
に
配

属
さ
れ
、
あ
の
キ
ャ
ベ
ジ
ン
や
コ
ル

ゲ
ン
コ
ー
ワ
等
の
安
定
性
試
験
を
主

に
担
当
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、

医
薬
品
は
人
間
の
生
命
に
直
接
関
与

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
れ

に
携
わ
る
我
々
の
仕
事
は
非
常
に
責

任
の
重
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、

た
い
へ
ん
や
り
が
い
を
感
じ
る
職
業

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
の
時
期
、
四
年
生
の
方
々
は
就

職
の
事
で
頭
の
中
が
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
、
、
ノ
二

役
に
立
つ
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
社
会
人
と
な
っ
た
今
、
．
私
が

感
ず
る
事
を
少
し
述
べ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

社
会
に
出
る
と
仕
事
の
中
味
と
い

う
よ
り
、
や
は
り
人
間
関
係
の
複
雑

さ
と
か
、
利
害
関
係
と
い
っ
た
点
で

学
生
時
代
と
の
差
を
大
き
く
感
じ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
学
生
の
時
よ

り
も
付
き
合
っ
て
い
く
人
の
年
令
層

も
広
ま
り
、
ま
た
人
の
種
類
も
多
種

多
様
で
す
か
ら
、
仕
方
の
な
い
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
大
学
生
に
と
っ
て
学

業
が
大
切
な
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
社
会
の
荒
波
を
上
手
く
乗
り
こ

え
て
い
く
た
め
に
も
、
自
分
の
カ
ラ

ー
と
か
特
徴
と
い
っ
た
も
の
を
今
の

時
期
に
し
っ
か
り
と
築
き
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

つ
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
ア
ル
コ

ー
ル
で
も
何
で
も
よ
い
で
す
か
ら
、

ざ
る
の
が
早
い
の
だ
ろ
う
か
。
社
会

人
に
な
っ
て
自
分
自
身
に
変
化
が
生

じ
た
と
は
と
て
も
思
え
な
い
し
、
さ
り

と
て
、
卒
論
発
表
間
近
の
あ
の
す
さ
ま

じ
い
ほ
ど
の
忙
し
さ
だ
っ
た
日
々
か

ら
思
え
ば
、
今
の
生
活
は
〝
忙
し
さ
〟
な

ど
ま
っ
た
く
程
遠
い
事
の
よ
う
で
あ

る
。
充
実
感
と
か
、
忙
し
さ
は
感
じ

な
い
の
に
、
時
間
だ
け
が
、
ど
ん
ど

ん
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

思
う
に
、
こ
の
時
間
の
早
さ
は
、

き
っ
ち
り
と
型
に
は
め
ら
れ
た
生
活

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
学
時
代
は
、
好
き
を
時
間
に
大
学

に
行
き
、
好
き
な
時
間
に
実
験
を
や

り
、
い
や
に
な
れ
ば
帰
っ
て
こ
れ
ば

よ
か
っ
た
。
し
か
し
社
会
人
と
も
な

る
と
そ
う
は
い
か
な
い
。
始
業
八
時

三
十
分
、
終
業
五
時
、
昼
食
十
二
時
、

休
憩
三
時
と
決
ま
っ
て
い
る
。
お
な

か
が
す
い
た
か
ら
と
い
っ
て
十
一
時

に
昼
食
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
さ
ら
に
、
八
時
三
十
分
～
五
時

と
い
う
時
間
が
定
め
ら
れ
る
と
、
六

時
二
十
分
ジ
ャ
ス
ト
に
家
を
出
て
、

七
時
十
分
に
家
に
着
く
と
い
う
パ
タ

ー
ン
が
完
成
す
る
。

こ
の
規
制
正
し
い
ー
単
調
を
生

活
で
、
最
も
気
に
な
る
の
は
、
や
は

り
時
間
で
あ
る
。
他
の
事
が
考
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
仕
事
が
忙
し
い
の
で
あ

れ
ば
と
も
か
く
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

何
か
一
つ
の
仕
事
を
終
え
れ
ば
、
〝
あ

と
五
時
ま
で
…
：
時
間
〟
と
考
え
て

い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
あ
げ
く
の

は
て
に
は
、
〝
早
く
時
間
が
過
ぎ
な

い
か
な
あ
〟
と
思
い
、
五
時
に
な
れ

ば
、
ポ
ッ
と
し
て
そ
そ
く
さ
と
帰
っ

て
い
く
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
常
に
意

識
の
中
に
あ
る
の
は
、
何
時
何
分
と

い
う
時
間
で
あ
り
、
そ
の
日
が
何
月

何
日
で
あ
ろ
う
と
、
あ
ま
り
生
活
そ

の
も
の
に
関
係
が
な
い
の
で
あ
る
。

一
日
一
日
が
、
あ
と
何
時
間
で

…
：
と
考
え
て
い
る
間
に
過
ぎ
て
い

く
。
季
節
が
変
わ
り
、
ご
く
た
ま
に

カ
レ
ン
ダ
ー
を
み
る
と
、
〝
も
う
こ

ん
な
季
節
か
〟
と
感
じ
る
の
だ
ろ
う
。

充
実
し
た
時
間
で
あ
れ
ば
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
も
悔

い
は
残
ら
な
い
。
し
か
し
、
時
間
が

過
ぎ
る
の
を
、
た
だ
受
身
で
待
っ
て

い
る
の
は
い
ま
い
ち
、
こ
の
せ
せ
こ

ま
し
い
性
格
に
は
合
わ
な
い
よ
う
で

ある。

卒
業
後
半
年
た
ち
、
こ
の
原
稿
を

善
く
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
生

活
を
ぶ
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
。
充

実
イ
コ
ー
ル
忙
し
い
と
は
思
わ
な
い

が
、
少
な
く
と
も
今
の
自
分
は
単
調

な
生
活
に
慣
れ
き
っ
て
、
こ
れ
が
や

り
た
い
と
思
え
る
も
の
が
な
い
よ
う

で
あ
る
。
た
と
え
八
時
半
か
ら
五
時

ま
で
が
拘
束
時
間
で
あ
っ
て
も
、
帰

宅
後
、
通
勤
時
間
と
、
余
暇
は
多
い
。

過
ぎ
た
日
々
を
悔
ん
で
も
仕
方
が
な

い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
今

ま
で
充
電
し
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

思
う
存
分
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

最
後
に
、
〝
社
会
人
と
な
っ
て
〟

と
い
う
題
目
か
ら
、
か
な
り
ず
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
元
気
で
し
ょ
う
が
。

私
は
致
多
く
の
先
生
方
の
御
支
援

の
お
か
げ
で
卒
業
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
小
松
で
す
。
一
説
に
よ
る
と
う
っ

と
う
し
い
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
と
も

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
私
、
最
近
会
社
の
ラ
グ

ビ
ー
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
先
輩
に

「
お
ま
え
は
ス
ク
ラ
ム
組
む
た
め
に

生
ま
れ
て
き
た
よ
う
な
奴
だ
」
と
言

わ
れ
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
気
が
つ

き
入
部
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
仕
事

よ
り
ラ
グ
ビ
ー
に
熱
を
上
げ
て
い
ま

す
。
社
長
さ
ん
許
し
て
下
さ
い
。

話
は
変
り
ま
す
が
、
会
社
に
入
っ

て
大
事
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
ど
れ
だ
け
他
人
と
違
っ
た
も

の
の
見
方
が
で
き
る
か
と
言
う
こ
と

で
す
。
新
入
社
員
は
会
社
の
活
性
剤

に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
し
か
し
会
社

と
い
う
も
の
に
は
こ
の
活
性
剤
が
必

要
で
す
。
私
は
、
く
も
の
巣
の
張
っ

た
よ
う
な
頭
（
考
え
方
）
の
管
理
職
の

度
肝
を
抜
い
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
派
手
に
や
り
す
ぎ

る
と
活
性
剤
で
な
く
バ
ク
ダ
ン
に
な

る
の
で
注
意
し
た
い
と
思
っ
て
は
い

ま
す
。
さ
ら
に
新
入
社
員
は
夢
を
持

っ
て
い
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
私

は
毎
日
会
社
の
机
の
前
で
夢
を
…
‥

と
い
う
の
は
冗
談
で
す
が
、
会
社
の

資
本
で
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
や
ろ

う
と
い
う
意
欲
が
必
要
で
す
。

知
ら
な
い
間
に
私
も
大
人
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
す
っ
か
り
ま
じ
め
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
ん

な
大
物
に
な
る
か
楽
し
み
で
す
。

（
大
協
石
油
株
式
会
社
）

人
に
負
け
な
い
も
の
を
一
つ
持
っ
て

社
会
へ
飛
び
出
せ
と
い
う
こ
と
で

す。
ま
た
我
々
の
農
芸
化
学
科
は
、
ど

の
業
界
に
も
対
応
し
て
い
く
こ
と
の

で
き
る
す
ぼ
ら
し
い
学
科
で
す
し
、

ま
た
将
来
、
ど
の
業
界
へ
進
ま
れ
て

も
、
優
秀
で
親
切
な
素
晴
ら
し
い
先

輩
方
（
？
）
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

安
心
し
て
社
会
へ
は
ば
た
い
て
来
て

モい。

端
反
鍋
に
大
杓
文
子
漆
へ
惜
し
く
れ
ぬ

字
賀
渓
近
く
牛
飼
ふ
君
が

燃
え
さ
か
る
焔
の
な
か
に
延
え
る

ス
ト
ー
ム
組
み
に
し
友
々
の
顔

打
上
る
花
火
に
ま
ざ
ま
ざ
思
い
出
づ

よ
一
ん

焼
夷
弾
降
り
し
か
の
夜
の
空

フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
み
悦
ぶ
こ
の
子
等
の

一
世
に
戦
は
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ

三
翠
と
書
き
あ
る
水
瓜
を
運
ば
む
と

入
り
し
滝
壷
の
水
の
冷
た
し

割
ら
む
と
す
る
水
瓜
に
向
ふ
子
供
薄
の

異
る
性
を
愉
し
み
に
け
り

滝
水
に
流
さ
む
と
気
負
い
き
し
君
よ

鍋
一
杯
に
素
麺
を
茹
づ

世
の
違
ふ
学
生
を
羨
し
む
妻
と

昨
夜
宴
は
り
し
河
原
に
来
つ

今
年
は
、
大
漁
会
（
宮
川
）
、
森

林
浴
大
会
（
演
習
林
）
に
次
い
で
三

度
目
の
恒
例
夏
季
大
会
を
、
八
月

三
・
四
日
大
安
町
字
賀
渓
キ
ャ
ン
プ

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
者
家
族
、
学
生
を
含
め
て
六

十名。三
日
朝
早
く
か
ら
役
員
が
場
所
取

り
を
し
た
甲
斐
あ
っ
て
、
渓
流
河
原

の
中
央
に
広
く
陣
取
り
、
三
日
の
夕

べ
は
特
設
の
焼
肉
器
を
フ
ル
稼
動
し

て
特
上
の
牛
肉
・
豚
肉
・
ス
ィ
ー
ト

コ
ー
ン
な
ど
な
ど
を
焼
き
、
フ
ァ
イ

ヤ
ー
を
囲
ん
で
の
大
宴
会
。

四
日
の
午
前
は
、
は
そ
り
鍋
二
基

で
自
炊
し
た
鳥
飯
、
滝
水
で
冷
し
た

素
麺
を
食
べ
な
が
ら
、
子
供
達
の
水

瓜
割
り
に
興
じ
る
な
ど
、
参
加
家
族

全
員
大
満
悦
の
う
ち
に
午
後
一
時
解

散。
本
大
会
の
諸
準
備
に
奔
走
し
て
下

さ
っ
た
渡
辺
三
翠
化
学
会
々
長
、
滝

谷
明
（
大
4
）
、
今
井
滋
（
大
9
）
、

杉
崎
護
（
大
望
、
薮
本
義
雄
（
大
4
）

の
役
員
諸
氏
、
当
日
大
活
躍
し
て
下

さ
っ
た
豊
田
智
（
専
1
）
及
び
学
生

（
特
に
女
性
）
諸
氏
、
職
務
を
措
い

て
御
参
加
下
さ
っ
た
高
橋
孝
雄
先
生

を
は
じ
め
参
加
下
さ
っ
た
皆
々
様
に

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
大
会
の
た
め
に
特
恵
を
寄
せ
て

下
さ
っ
た
次
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

河
合
美
登
利
氏
（
大
3
）
、
若
林

敏
昭
氏
（
専
2
）
、
青
木
み
か
女
史
（
大

1
）
、
古
山
順
啓
氏
（
大
望
、
田
中

完
爾
氏
（
大
挙
、
井
村
屋
製
菓
株

式
会
社
殿
。

お
わ
り
に
当
た
り
、
来
年
は
南
勢

地
区
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
一
度
も

顔
を
み
せ
て
下
さ
ら
な
い
方
々
の
参

加
を
切
望
し
て
、
夏
季
大
会
の
報
告

と
い
た
し
ま
す
。

（
三
重
県
支
部
長
　
佐
々
木
敏
雄
）


